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はじめに 

 

本審査講評は、横浜市南部汚泥資源化センター下水汚泥燃料化事業（以下「本事業」とい

う。）に関して、横浜市ＰＦＩ事業審査委員会（以下「審査委員会」という。）におけるこれ

までの審議の経過と結果について講評するものである。 

審査委員会は、最優秀提案の選定に関する事項を審議・審査するため、横浜市（以下「市」

という。）により設置された。 

第１回審査委員会を平成 23 年２月 16 日に開催して以降、民間資金等の活用による公共施設

等の整備等の促進に関する法律（平成 11 年法律第 117 号。以下「ＰＦＩ法」という。）に則

して実施方針や入札説明書、落札者決定基準等について審議を重ねると共に、入札参加者の提

案内容について厳正かつ公正な審査を行った。 

本事業では２グループが入札参加資格確認審査を通過し、１グループから提案書が提出され

た。提案内容は、ＰＦＩ手法の導入目的である民間の創意工夫・ノウハウの活用が十分に期待

できるものであり、慎重に議論を重ねた上で、最優秀提案者として選定した。 

最後に、入札参加者の熱意あるご努力に対して、心より敬意を表する次第である。 

 

平成 24年３月 

 

横浜市ＰＦＩ事業審査委員会  

   
委員長 宮本 和明 東京都市大学環境情報学部 教授 

委員 櫻井 克信 一般社団法人全国上下水道コンサルタン

ト協会 専務理事 

委員 佐土原 聡 横浜国立大学大学院都市イノベーション

研究院 教授 

委員 張 櫻馨 横浜市立大学国際総合科学部 准教授 

委員 中沢 均 地方共同法人日本下水道事業団技術戦略

部 技術開発審議役兼国際室長 
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第１ 事業の概要 

 

１ 事業内容 

 

(1) 事業名称 

横浜市南部汚泥資源化センター下水汚泥燃料化事業 

 

(2) 事業場所 

金沢区幸浦一丁目９番地 横浜市南部汚泥資源化センター内 

 

(3) 対象となる公共施設等 

横浜市南部汚泥資源化センター 下水汚泥燃料化施設 

 

(4) 公共施設等の管理者の名称 

横浜市長 林 文子 

 

(5) 事業の目的 

市では、11 か所の水再生センターで発生する汚泥を、北部汚泥資源化センター及び南

部汚泥資源化センターの２か所の資源化センターにて処理している。南部汚泥資源化セ

ンターでは、３基の汚泥焼却炉が稼動しているが、そのうち３号炉については平成元年

11 月稼動開始後、約 22 年経過しており、設備の老朽化が進み更新が必要となっている。 

本事業の目的は、当該焼却炉の更新を行うにあたり、地球温暖化対策及び資源の有効

利用の観点から下水処理の最終過程で発生する生成物の有効利用を行うための燃料化施

設を整備し、管理運営を行うことである。また、事業の実施にあたっては民間事業者の

独自技術や創意工夫を活用することで、より経済的で環境負荷の軽減に配慮した事業と

する。 

 

(6) 事業内容 

 

ア 事業対象 

汚泥焼却炉３号炉を燃料化施設（以下「本施設」という。）に更新する。対象地は

汚泥焼却炉２号炉の跡地であり、汚泥焼却炉２号炉の解体も事業に含めるものとする。 

 

イ 事業の方式 

選定事業者が本施設の設計、建設を行った後、市に所有権を移転し、事業期間終了

までの間、本施設の管理運営を行うＢＴＯ方式（Build Transfer Operate）とする。 
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ウ 事業期間 

本事業の事業期間は、事業契約締結日から平成 48年３月 31日までとする。 

 

エ 業務範囲 

選定事業者が行う本事業の業務範囲は次のとおりである。 

 

(ｱ) 設計及び建設段階 

ａ 設計に関する業務 

(ａ) 既存汚泥焼却炉２号炉の解体及び本施設の整備にかかわる事前調査及びそ

の関連業務 

(ｂ) 設計業務及びその関連業務（許認可手続等） 

(ｃ) 各種申請に関する業務（社会資本整備総合交付金の申請手続支援含む） 

ｂ 建設に関する業務 

(ａ) 既存汚泥焼却炉２号炉及び関連機器類の解体業務 

   ※２号炉管理棟及び汚泥ピットは継続利用する（解体撤去対象外）。 

(ｂ) 建築工事 

(ｃ) 土木工事 

(ｄ) 機械設備工事 

(ｅ) 電気設備工事 

(ｆ) 工事監理 

(ｇ)  各種申請に関する業務（社会資本整備総合交付金の申請手続支援含む） 

(ｈ) 市への所有権移転業務 

(i) その他本事業を実施する上で必要な工事及び業務 

 

(ｲ) 管理運営段階 

ａ 保全管理業務 

ｂ 保守点検業務 

ｃ 修繕業務 

ｄ 消化脱水汚泥及び分離液脱水汚泥（以下「消化汚泥等」という。）の受入業務 

ｅ 運転管理業務 

ｆ 物品等の調達管理業務 

ｇ 温水供給業務 

ｈ 燃料化物の購入・販売及び運搬業務 

ｉ 燃料化物の有効利用業務 

ｊ 市等への連絡・報告業務 

ｋ 事業場所の清掃業務 
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ｌ 副産物の引渡業務 

ｍ 本施設見学者の対応に関する協力 

ｎ その他本事業を実施する上で必要な業務 

 

(ｳ) 全段階 

ａ 統括マネジメント業務 

 

オ 選定事業者の収入 

本事業における選定事業者の収入は、次のとおりである。 

 

(ｱ) 市からのサービスの対価 

ａ 設計に関する業務及び建設に関する業務の対価（サービス購入料Ａ１、Ａ２） 

市は本施設の設計に関する業務及び建設に関する業務の対価について、市への

所有権移転後、事業期間終了までの間、ＰＦＩ法第 10 条第１項に基づいて市と選

定事業者の間で締結する事業契約（以下「事業契約」という。）に定める額を支

払う。 

本事業は社会資本整備総合交付金の適用を予定している。このため交付金が市

に交付（従来の制度における類似事業の場合、55％程度の国費率であったが、交

付金対象範囲は国との協議により交付金申請時に決まる。）される場合、設計に

関する業務及び建設に関する業務の対価のうち交付金対象となる費用については、

事業年度ごとの出来高に応じて分割で支払う予定である。 

当該年度の出来高に基づく支払額は、横浜市契約規則（昭和 39 年横浜市規則第

59 号）第 79 条に基づき計算する。 

また、選定事業者が前払保証を行うことにより、選定事業者は設計に関する業

務の対価については当該年度に支払われる額の３割、建設に関する業務の対価に

ついては当該年度に支払われる額の４割までの前払いを受けることができる。 

 

ｂ 管理運営の対価（サービス購入料Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３、Ｂ４） 

市は管理運営業務の対価について、市への所有権移転後、事業期間終了までの

間、事業契約に定めるとおりに支払う。 

なお、燃料化物の購入の対価については、選定事業者が市へ支払う。燃料価格

の変動による単価の見直しについては、入札説明書「別紙２ 燃料化物の単価改

定」に示すとおりである。また、将来燃料化物に関する環境価値が現在の想定を

超えて変動した場合には、燃料化物の購入の対価について、市と選定事業者の間

で協議を行う。 
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サービス対価の区分 内容 

設計に関する業

務及び建設に関

する業務の対価 

サービス購入料Ａ１ 設計及び建設の対価の交付金相当 

サービス購入料Ａ２ 上記Ａ１以外の設計及び建設の対価 

管理運営の対価 

サービス購入料Ｂ１ 
固定費（修繕費、ユーティリティは

除く） 

サービス購入料Ｂ２ 
変動費（修繕費、ユーティリティは

除く） 

サービス購入料Ｂ３ 修繕費 

サービス購入料Ｂ４ ユーティリティ費 

 

(ｲ) 選定事業者の燃料化物販売による収入 

燃料化物は有効利用先への販売を前提とし、当該販売による収入は、直接選定事

業者の収入とする。 

 

カ 選定事業者の市への主な支払い 

市から供給される電力、上水等のユーティリティに関しては、その費用を市へ支

払う。詳細は入札説明書の別紙３「ユーティリティ費の支払方法」に示すとおりで

ある。また、管理運営段階での副産物の処理費用については、入札説明書の別紙４

「副産物の処理及び支払方法」に示すとおりである。 

 

(7) 事業スケジュール（予定） 

事業のスケジュール（予定）は次のとおりである。 

基本協定の締結 平成 24年３月 

事業契約の締結 平成 24年５月 

本施設の設計及び建設期間 平成 24年５月～平成 28年３月 

本施設の引渡し及び所有権移転期限 平成 28年３月 

本施設の管理運営開始 平成 28年４月 

事業終了 平成 48年３月 31日 
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第２ 審査の方法 

 

１ 最優秀提案の選定方法 

 

本事業を実施する選定事業者には本施設の設計、建設及び管理運営に関する技術やノウ

ハウが求められるため、最優秀提案者の選定にあたっては、入札価格のほか、設計、建設、

管理運営、事業計画等に関する提案内容を総合的に評価する総合評価一般競争入札方式に

よって行うこととした。 

 

２ 審査委員会の設置 

 

最優秀提案の選定にあたっては、公平性及び透明性を確保するとともに、客観的な評価

等を行うため、学識経験者等で構成する審査委員会により審査を行った。 

審査委員会は次の６名で構成された。 

 

 氏名 所属・役職 

委員長 宮本 和明 東京都市大学環境情報学部 教授 

委員 櫻井 克信 一般社団法人全国上下水道コンサルタント協会 専務理事 

委員 佐土原 聡 横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院 教授 

委員 張 櫻馨 横浜市立大学国際総合科学部 准教授 

委員 中沢 均 
地方共同法人日本下水道事業団技術戦略部 技術開発審議

役兼国際室長 

委員 松下 倫子 関東学院大学人間環境学部 教授 

（備考：敬称略、委員長以外は五十音順） 

 

３ 審査の手順 

 

最優秀提案の選定は、落札者決定基準に従い、入札参加資格の確認を行った後、提案審

査を実施し、総合評価により最優秀提案を選定することとした。 

審査の手順は次のフロー図のとおりである。 
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入札参加資格確認審査 

入札時必要書類の確認 

基礎審査 

性能点の算出 

入札価格の確認 

総合評価点の算出 

最優秀提案者の選定 

落札者の決定 

欠格 

無効 

無効 

失格 

入札参加資格の不備 

提案書類の不備 

予定価格の超過 

要求水準の未達成等 

価格点の算出 

ＰＦＩ事業審査委員会 
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４ 審査の内容 

 

(1) 入札参加資格の確認 

ア 入札参加資格確認書類の確認 

市は、入札参加者に求めた入札参加資格確認書類がすべて揃っていることを確認し、

書類不備の場合は欠格とすることとした。 

 

イ 入札参加資格の確認 

市は、入札参加者から入札参加資格確認申請書と同時に提出される入札参加資格確

認書類をもとに、入札参加者が入札公告時に示した参加資格を具備しているかを確認

することとした。 

参加資格を確認できない場合は欠格とすることとした。 

 

(2) 入札時必要書類の確認 

市は、入札参加者に求めた必要書類（入札書類及び提案書類）がすべて揃っているこ

とを確認することとした。 

書類不備の場合は無効とすることとした。 

 

(3) 基礎審査 

市は、当該入札参加者から提出された提案書類の各様式に記載された内容が、入札説

明書等に記載された要件を満たしていること及び要求水準書において定める性能や仕様

等の水準を満たしていることを確認することとした。 

これらの要件又は水準を明らかに満たしていないと判断された場合は、その入札参加

者は失格とすることとした。 

 

(4) 性能点の算出 

基礎審査において、要件を満たしていると認められた入札参加者の提案のうち性能に

ついて、審査委員会において評価を行うこととした。 

この性能の評価においては、入札参加者から提出された提案書類の各様式に記載され

た内容を、「第３－２．」に示す審査項目ごとの視点から審査を行い、審査項目ごとに

得点を「性能点」として付与することとした。 

 

(5) 入札価格の確認 

市は、入札参加者が提出する入札書に記載された入札価格が、予定価格の範囲内であ
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ることを確認することとした。 

予定価格を超える場合は無効とすることとした。 

 

(6) 価格点の算出 

審査委員会は、入札価格に基づき算出される得点を「価格点」として付与することと

した。 

 

(7) 総合評価点の算出および最優秀提案者の選定 

審査委員会は、入札参加者の性能点及び価格点の合計点数を「総合評価点」として算

出することとし、最優秀提案者を選定した。 

 

(8) 最優秀提案者の選定 

審査委員会は、各入札参加者の総合評価点が最も高い提案を最優秀提案とし、最優秀

提案者を選定することとした。 
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第３ 総合評価点の内容 

 

 

１ 審査項目及び配点 

性能点及び価格点の審査項目及び配点は、次のとおりである。 

各配点は市が本事業において期待する事項の必要性及び重要性を勘案して設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 20

2 6
3 6
4 10
5 10
6 10
7 10
8 7
9 7
10 5
11 16
12 6
13 4
14 10
15 6
16 6
17 5
18 2
19 2
20 3
21 14
22 6
23 8
24 10
25 4
26 3
27 2
28 2

A　性能点（小計①＋小計②） 200

　入札価格１（設計に関する業務、建設に関する業務及び管理運営に係る対価）

B　価格点 100

総合評価点（A+B） 300

配点

燃料化物の有効利用業務にあたる者の確実性
モニタリング

NO.

燃料化物の安全管理

施設の施工実績等
計画年間処理量（年間受入能力）
環境への配慮
施工計画
施設の早期稼働
周辺環境への配慮

有効利用業務における危機管理
保全・保守点検・修繕計画

　入札価格２（燃料化物の購入対価）

大規模修繕に対する配慮
省エネルギー対策

小計①

事業収支計画
解体・撤去計画
安定的な運転

リスク管理
地域の活性化

マネジメント体制

資金調達計画

代表企業、構成員及び協力会社の実績等

項目

温室効果ガスの削減量

事業計画

設計
及び建設

建設副産物の扱い
通常時の体制
燃料化施設における危機管理

環境への配慮

　評価価格＝入札価格１－入札価格２

管理運営

副産物の減量
見学者への対応

小計②

20 

180 
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２ 性能点の得点化方法 

   性能点は、入札参加者からの提案事項に関して、評価項目ごとに評価を行って算出した

評価点の合計とした。評価の方法は以下のとおりである。なお、評価点は、小数点第三位

を四捨五入し、小数点第二位まで算出することとした。 

 

(1) 定量的な評価が可能な項目 

 

以下の算定式により評価点を算出することとした。 

 

     評価点＝（提案値÷各提案の最大値）×配点 

 

(2) 定量的な評価ができない項目 

 

評価の視点に基づき、次の５段階の評価を行い、評価点を算出することとした。 

 

評価ランク 判断基準 評価点の算出方法 

Ａ 提案内容が特に優れている 配点×1.00 

Ｂ ＡとＣの中間 配点×0.75 

Ｃ 提案内容が優れている 配点×0.50 

Ｄ ＣとＥの中間 配点×0.25 

Ｅ 要求水準の規定どおり 配点×0.00 

 

 

３ 価格点の得点化方法 

 

以下の算定式により得点を付与することとした。なお、得点は、小数点第三位を四捨五

入し、小数点第二位まで算出することとした。 

 

価格点＝（最も低い評価価格÷各入札参加者の評価価格）×価格点の配点（100点） 

※評価価格は、入札書（様式 4-1）の「設計に関する業務、建設に関する業務及び管

理運営に係る対価」から「燃料化物の購入対価」を控除したものとすることとした。 
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４ 総合評価点の得点化方法 

 

以下の算定式により得点を付与することとした。 

 

総合評価点＝性能点（200点満点）＋価格点（100点満点） 
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第４ 審査委員会の開催及び審査の経緯 

 

審査委員会の開催及び審査の経緯は、以下の日程に示すとおりである。 

日程 内容 

平成 23年２月 16日 

第１回審査委員会 

審議内容：実施方針について 

      要求水準書（案）について 

モニタリング基本計画（案）について 

平成 23年２月 24日 
実施方針、要求水準書（案）、モニタリング基本計

画（案）の公表 

平成 23年３月９日～ 

平成 23年３月 22日 
実施方針等への質問及び意見等の受付 

平成 23年４月 13日 実施方針等への質問回答の公表 

平成 23年６月 13日 
第２回審査委員会 

審議内容：特定事業の選定について 

平成 23年６月 20日 特定事業の選定の公表 

平成 23年７月 21日 
第３回審査委員会 

審議内容：入札説明書等について 

平成 23年８月２日 

入札公告、入札説明書、要求水準書、モニタリング

基本計画、落札者決定基準、様式集、基本協定書

(案)、事業契約書（案）の公表 

平成 23年８月 16日～ 

平成 23年８月 23日 
入札説明書等に関する質問の受付（第一次） 

平成 23年９月 14日 
入札説明書等に関する質問への回答公表（第一次） 

（先行回答） 

平成 23年９月 16日 
入札説明書等に関する質問への回答公表（第一次） 

（追加回答） 

平成 23年９月 20日～ 

平成 23年９月 29日 
入札説明書等に関する質問の受付（第二次） 

平成 23年 10月 18 日 入札説明書等に関する質問への回答公表（第二次） 

平成 23年 10月 24 日～ 

平成 23年 10月 28 日 
入札参加資格確認申請書の受付 

平成 23年 11月４、６日 入札参加資格確認結果の通知 

平成 23年 11月 22 日～ 

平成 23年 11月 29 日 
入札書類及び提案書類の受付 
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平成 23年 12月 26 日 
第４回審査委員会 

審議内容：基礎審査通過者へのヒアリング等 

平成 24年２月 16日 

第５回審査委員会 

審議内容：最優秀提案者の選定 

開札 
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第５ 審査結果 

 

１ 入札参加資格確認審査 

(1) 入札参加資格確認書類の確認 

平成 23 年８月２日付で入札公告した本事業については、平成 23 年 10 月 24 日～10 月

28 日の間に２グループから入札参加資格確認申請書等が提出された。市は、入札参加者

に求めた入札参加資格確認書類が全て揃っていることを確認した。 

 

(2) 入札参加資格確認審査 

市は、入札参加者から入札参加資格確認申請書と同時に提出される入札参加資格確認

書類をもとに、入札参加者が入札公告時に示した参加資格を具備しているか確認し、入

札参加資格があることを確認した。 

 

(3) 入札参加資格確認審査の結果通知 

市は、平成 23 年 11 月４、６日に入札参加資格確認審査の結果を各グループにそれぞ

れ通知した。なお、参加した２グループにアルファベットを無作為に記して、企業名等

を伏せたかたちでその後の審査を行った。 

 

■ 入札参加資格確認書類を提出した入札参加者 

グループ名 代表企業名 構成員 協力企業 結果 

Ｎグループ 
・電源開発株式会 

 社 

・月島機械株式会社 

・月島テクノメンテサ

ービス株式会社 

・バイオコールプラン

トサービス株式会社 

・太平洋セメント

株式会社 

審査 

通過 

Ｋグループ 

・三菱重工環境・

化学エンジニア

リング株式会社 

・バイオ燃料株式会社  
審査 

通過 

 

２ 入札時必要書類の確認 

市は、Ｎグループについて、入札参加者に求めた入札書類及び提案書類が全て揃ってい

ることを確認した。また、Ｋグループについては、平成 23 年 11 月 29 日付で入札辞退届

が提出された。 
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３ 提案書審査 

(1) 基礎審査 

市は、提出された提案書類の各様式に記載された内容が、入札説明書等に記載された

要件を満たしていること及び要求水準書において定める性能や仕様等の水準を満たして

いることを確認した。 

 

(2) 定量化審査 

基礎審査において、要件を満たしていると認められたＮグループの提案について、審

査委員会において定量化審査を行った。 

定量化審査に先立ち、Ｎグループに提案趣旨に関するヒアリングを実施した。 

定量化審査においては、入札参加者から提出された提案書類の各様式に記載された内

容について、審査項目ごとに落札者決定基準に示された評価の視点から審査を行い、項

目ごとに得点を付与することとした。審査委員会は提案内容に関する意見交換、議論を

行い、これらを踏まえ、Ｎグループの提案書の審査項目、配点及び得点化方法に基づき

評価を実施し、審査委員会としての性能点を決定した。 

 

４ 入札価格の確認 

平成 24 年２月 16 日に開札を行い、市は、入札書に記載された入札価格について、入札

価格が予定価格の範囲内であることを確認した。 
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５ 総合評価点の算出及び最優秀提案者の選定 

審査委員会は、定量化審査で決定した性能点と価格点を合計して、総合評価点を算出し

た結果、Ｎグループを最優秀提案者として選定した。 

 

 ■総合評価点の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 20

2 6 C 3.00
3 6 C 3.00
4 10 B 7.50
5 10 C 5.00
6 10 B 7.50
7 10 D 2.50
8 7 C 3.50
9 7 C 3.50
10 5 C 2.50
11 16 B 12.00
12 6 D 1.50
13 4 C 2.00
14 10 C 5.00
15 6 C 3.00
16 6 C 3.00
17 5 D 1.25
18 2 E 0.00
19 2 D 0.50
20 3 C 1.50
21 14 C 7.00
22 6 B 4.50
23 8 B 6.00
24 10 B 7.50
25 4 B 3.00
26 3 D 0.75
27 2 D 0.50
28 2 C 1.00

98.00

A　性能点（小計①＋小計②） 200 118.00

　入札価格１（設計に関する業務、建設に関する業務及び管理運営に係る対価）

B　価格点 100

総合評価点（A+B） 300 218.00

配点 Nグループ

20
20

燃料化物の有効利用業務にあたる者の確実性
モニタリング

NO.

燃料化物の安全管理

施設の施工実績等
計画年間処理量（年間受入能力）
環境への配慮
施工計画
施設の早期稼働
周辺環境への配慮

有効利用業務における危機管理
保全・保守点検・修繕計画

　入札価格２（燃料化物の購入対価）

大規模修繕に対する配慮
省エネルギー対策

小計①

事業収支計画
解体・撤去計画
安定的な運転

リスク管理
地域の活性化

マネジメント体制

資金調達計画

代表企業、構成員及び協力会社の実績等

100.00

14,229,415,080円

項目

温室効果ガスの削減量

事業計画

設計
及び建設

建設副産物の扱い
通常時の体制
燃料化施設における危機管理

環境への配慮

　評価価格＝入札価格１－入札価格２
143,160,000円

14,086,255,080円

管理運営

副産物の減量
見学者への対応

小計②

20 

180 
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６ ＶＦＭ評価 

最優秀提案者の入札価格をもとにしたＶＦＭ評価は、以下のとおりである。 

 

 ＰＳＣ現在価値 ＰＦＩ－ＬＣＣ現在価値 ＶＦＭ 

最優秀提案者

の入札価格 
11,186百万円 8,858 百万円 20.8％ 
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第６ 審査講評 

 

１ 入札参加者の提案に対する評価 

提案に対する審査委員会の評価は以下のとおりである。 

 

(1) 事業計画に関する事項 

燃料化物の有効利用業務にあたる者の確実性については、経営基盤が安定しており、

かつ、バイオマス燃料の利用実績を有する複数の企業が提案されており、優れた提案と

して評価できる。 

また、リスク管理についても、想定されるリスクと対応策が具体的に提案されており、

優れた提案として評価できる。 

地域の活性化については、本事業の実施を通じた地域への貢献に関して複数の提案が

なされている。 

 

(2) 設計及び建設に関する事項 

安定的な運転を行うために、消化汚泥等の性状の変動を想定し、Ｎグループが持つ経

験を踏まえた上で具体的な提案がなされていた。 

省エネルギー対策については、余剰蒸気の活用などに関する提案がなされていた。 

また、提案のあった燃料化方式には施工実績及び技術認証があり評価できる。 

供用開始時期を踏まえた堅実な計画が提案されているが、稼働時期については要求水

準のとおりとなっている。 

 

(3) 管理運営に関する事項 

燃料化施設における危機管理については、緊急事態を未然に防ぐための具体的な方法

や緊急事態発生時の配備・連絡体制及び対応方法が提案されている。 

有効利用業務における危機管理については、複数の利用先が確保され、広域的なリス

クにも対応できている。 

保全・保守点検・修繕計画については、各業務に関し、システムの導入などの工夫が

具体的に提案されていることに加えて、修繕計画や材料・材質の見直し等による大規模

修繕を要しない工夫がされており、優れた提案として評価できる。 

燃料化物の安全管理については、実証実験等からの知見を活かした対策や対応が技術

的に高いレベルで提案された上、各段階における設備上の安全対策についても具体的な

提案がなされており、優れた提案として評価できる。 
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２ 入札参加者の提案に対する評価項目ごとの評価の理由 

 

評価項目 評価 評価の理由 

事業
計画
に関
する
事項 

マネジメント体制 C 
・責任分担が明記され、指揮命令系統に

ついて実効性が期待できる提案がなさ
れている。 

代表企業、構成員及び協力会社
の実績等 

C 
・各業務を担当する企業は下水汚泥燃料

化事業の実績を複数有しており評価で
きる。 

燃料化物の有効利用業務にあた
る者の確実性 

B 

・経営基盤が安定した２つの企業が有効
利用業務を行う体制が提案されてい
る。 

・有効利用業務にあたる企業は、バイオ
マス燃料の利用実績を有しており、バ
イオマス燃料の利用に積極的に取組ん
でいる。 

モニタリング C 
・関係者連絡会議等を設置するなど、セ

ルフモニタリングの方法について具体
的な提案がある。 

リスク管理 B 

・リスクを詳細かつ具体的に想定してい
る。 

・リスクに対する発生の抑制方法や対応
策について具体的に提案している。 

地域の活性化 D 
・本事業の実施を通じた地域への貢献に

関して複数の提案がなされている。 

資金調達計画 C 
・計画通りに資金調達計画を行うための

裏付けが明記されており、その確実性
が高いものと評価できる。 

事業収支計画 C 
・安定性を重視した事業収支計画がなさ

れており、不測の資金需要への対応に
関する工夫の提案がなされている。 

設計 
及び
建設
に関
する
事項 

解体・撤去計画 C 
・他施設との取り合い、ダイオキシン対
策等の解体・撤去に際して配慮された
提案がなされている。 

安定的な運転 B 

・消化汚泥等の性状の変動を想定した提
案がなされている。 

・安定的な運転を行うために、経験を踏
まえた具体的な提案がなされている。 

大規模修繕に対する配慮 D 
・建設当初から設備情報に関する管理シ
ステムを導入することが評価できる。 

省エネルギー対策 C 
・余剰蒸気の活用などの省エネルギー対

策に関する提案がなされている。 

施設の施工実績等 C 
・施工実績及び技術認証があり評価でき

る。 

計画年間処理量（年間受入能
力） 

C 
・主要機器における適切な余裕率が設定
されていることが評価できる。 

環境への配慮 C 
・塩化水素とダイオキシン類について、
規制基準値より厳しい自主基準値を設
けており評価できる。 

施工計画 D 
・施設の稼働時期については、要求水準
どおり。 
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施設の早期稼働 E 
・早期稼動については提案されていな

い。 

周辺環境への配慮 D 
・騒音対策、振動対策、塵埃対策につい

て提案がなされている。 

建設副産物の扱い C 
・リサイクルや減量化について具体的な

提案がなされている。 

管理
運営
に関
する
事項 

通常時の体制 C 

・管理運営を円滑に行うために各種管理
システムの導入が提案され、各体制に
ついての具体的な内容が提案されてい
る。 

燃料化施設における危機管理 B 

・緊急事態発生時の配備・連絡体制及び
対応方法について提案されている。 

・故障を未然に防ぐための具体的な方法
について提案がなされている。 

有効利用業務における危機管理 B 
・有効利用先が複数提案されており評価
できる。 

保全・保守点検・修繕計画 B 

・各業務について、システムの導入など
の工夫が具体的に提案されている。 

・修繕計画や材料・材質の見直し等によ
る大規模修繕を要しない工夫が評価で
きる。 

燃料化物の安全管理 B 

・実証実験等からの知見を活かした対策
や対応が評価できる。 

・各段階における設備上の安全対策につ
いて、具体的に提案がなされている。 

環境への配慮 D 
・有効利用先における環境への配慮につ

いて評価できる。 

副産物の減量 D 
・副産物の積極的な再利用による減量化

が評価できる。 

見学者への対応 C 
・パンフレットや見学者の案内方法につ

いて、具体的な提案がなされている。 

 

３ まとめ 

 

最終的に提案があったのは 1 グループであったが、本事業の目的をよく理解し、事業計

画、施設の設計・建設、管理運営の各段階において、民間事業者の独自技術や創意工夫が

盛り込まれた良質な提案であった。本事業をよりよいものとするために、さらなる具体化

等が望まれる事項はあるものの、すべての評価項目において予め設定した要求水準以上の

評価であり、本事業に対するＮグループの熱意が感じられた。あわせて、ＶＦＭについて

も約２０％確保されており、市として、良い調達ができたものと評価できる。 

今後、Ｎグループが設立する特別目的会社と市で事業契約が行われ、事業として開始さ

れることとなるが、長い事業期間中には社会情勢の変化なども想定される。これらに対し

ては、市とＮグループで対等なパートナーシップを前提とした協力体制を構築し、解決策

を見出し、本事業を成功へと導いていってもらいたい。 

最後に、本事業は市民生活において重要なサービスの提供業務であるので、提案を踏ま

え、事業がしっかりと推進されていくことを望むものである。 
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